
205

漢語動詞のニ格構文に関する誤用調査
―中国人日本語学習者を対象に―

張　善実
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１．はじめに

　中国語母語話者が日本語の漢語動詞（「漢語＋する」）構文を使用する際に、

自他の誤用が多いことがしばしば指摘されている。特に漢語動詞のとるニ格を

ヲ格に間違えやすいとされている。以下は、その誤用例である。（（　）内は正

しい用法）

1来週の見学旅行を（→に）参加したいけれども、ゼミの発表があって本当

に残念だ。＜市川（１９９７）より＞

2一人でたばこを吸ってほかの人を（→に）影響しないとはままだ。でも公

共の場所でたばこを吸うのは犯罪だと思う。＜国研（２００１）より＞

　本研究は、中国人日本語学習者が日本語の漢語動詞のニ格構文を習得する際

に、どのような動詞の場合に誤用が生じやすく、どのような動詞の場合に誤用

が生じにくいか、それは母語の影響とどのようにかかわっているのかについて

アンケート調査を実施し考察を行ったものである。本研究では漢語動詞のニ格

をヲ格に間違えた例を中心に考察する。１）

２．先行研究及び問題点

　ニ格とヲ格の使い分けについて取り扱っている先行研究には生田・久保田

（１９９７）、杉本（１９９７）などがある。

　生田・久保田（１９９７）は、国際交流基金日本語教育センターの研修生（日本

語上級学習者／被験者の母語は様々）５０名に対して、穴埋め式の客観テストを

出題し、格助詞の意味役割ごとの誤用傾向について考察している。その結果、

「対象を表す機能について、助詞ヲの過剰一般化が起こっている」（例：「規則

を違反する」など）と指摘している。当研究は、格助詞の意味役割を細分化し、
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習得上の問題点をその意味役割ごとに考察している。

　一方、杉本（１９９７）は、１９９５－１９９６年の茨城大学の日本語クラスの学習者の

うち、中国語を母語とする学習者３０名（中級レベルから上級レベル）の誤用を

分類・分析している。当論文は格助詞の誤用について、＜着点＞のニ格の代わ

りにヲ格を使った誤用（例：「一日往復の観光ツアーを参加して…」「奨学金を

応募した」）及び＜対象＞のニ格の代わりにヲ格を使った誤用（「他人の権利を

影響する」「病気を抵抗する」）が圧倒的に多いこと、また、＜場所＞や＜起点

＞など具体的に捉えやすい機能では誤用が起きにくく、表す範囲が広く抽象的

な＜着点＞や＜対象＞などで誤用が頻繁に起きていると論じている。「参加す

る」「応募する」の誤用の理由について杉本は、中国語では“参加＋旅游”のよ

うに「動詞＋目的語」という他動詞表現となるため、日本語でも「ヲ目的語＋

他動詞」と考えたための誤用であると推測している。一方、「影響する」「抵抗

する」などの動詞の誤用について、動作の対象は一般にヲ格で表わされること

からヲ格を使ったものと考えられるとしている。

　以上の先行研究では、学習者の格助詞の使用は＜対象＞及び＜着点＞を表す

意味役割に誤用が多いという傾向が指摘されている。しかし、いずれの研究も

それ以上の考察をしていない。また、杉本は「参加する」「応募する」は中国語

の母語の影響を受けてニ格をヲ格に間違えたと推測しているが、その根拠につ

いては言及していない。

　上述した問題点を踏まえ、本研究では中国人日本語学習者を対象に、漢語動

詞のニ格構文の使用実態を意味役割別に検証した。その結果、ニ格をヲ格に間

違えた割合が大きいものから順に＜態度の向かう対象＞（例：～に干渉する／

～に反対する）、「その他」（例：～に感染する／～に精通する／～に影響する／

～に違反する）、＜移動の帰着点＞（例：～に移民する／～に加入する）、＜変

化の結果＞（例：～に変色する／～に分裂する）、＜成就判断の基準＞（例：～

に失敗する／～に合格する）、＜一方的行為の対象＞（例：～に自首する／～に

投資する）、＜存在の場所＞（例：～に隠居する／～に分布する）であることが

明らかとなった。

３．調査の概要

３．１　本調査の目的
　本調査では、中国人学習者を対象に、ニ格をとる漢語動詞の使用について調

べ、正用と誤用の傾向を探り、その原因を分析する。具体的に以下の４点につ
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いて考察する。

�　ニ格をとる漢語動詞文の意味役割別の正答率を見る。

�　誤答の場合どのような格助詞を選んだかを見る。

�　意味役割別に中国語ではどのような構文に相当するのかを見る。

�　どのような動詞の場合に誤用が生じやすく、どのような動詞の場合に誤

用が生じにくいのかを見る。

３．２　本調査の被験者
　本調査は２００６年１０月から１１月にかけて中国国内の大学で行った。調査の対象

は重慶大学、大連遼寧師範大学、大連交通大学で日本語を専攻する大学生１７３名

である。被験者はすべて大学一年生から日本語を学習しており、中国語を母語

とする学習者に限定した。１７３名の被験者の内訳は以下のようである。

　�重慶大学：２年生３３名、３年生２１名、４年生１７名

　�大連遼寧師範大学：３年生３８名、４年生１７名

　�大連交通大学：２年生２９名、３年生１８名

３．３　調査方法
　本調査はニ格をとる漢語動詞をニ格の意味役割により以下の９種類に分類し

た（各意味役割の定義は４節で述べる）。このうち、�、�は今回の考察の対象

にしなかった。

　�＜一方的行為の向かう対象＞を表すもの

　　　例　～に自首する／～に投書する／～に求婚する　など

　�＜態度の向かう対象＞を表すもの　

　　　例　～に反対する／～に抵抗する／～に同情する　など

　�＜移動の帰着点＞を表すもの

　　　例　～に移民する／～に加入する／～に出席する　など

　�＜存在の場所＞を表すもの

　　　例　～に居住する／～に隠居する／～に生息する　など

　�＜変化の結果＞を表すもの

　　　例　～に凝結する／～に変色する／～に分裂する　など

　�＜成就判断の基準＞を表すもの

　　　例　～に合格する／～に成功する／～に落選する　など

　�＜心的動作の起因＞を表すもの

　　　例　～に感動する／～に激怒する／～に満足する　など

　�＜関係＞を表すもの
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　　　例　～に所属する／～に一致する／～に酷似する　など

　�その他：上記の分類に当てはまらないもの　

　　　例　～に影響する／～に違反する／～に精通する　など

　アンケートは上記の７つの分類ごとに出題し、日本語にも中国語にも存在す

るニ格漢語動詞計３７語を調査の対象とした。アンケートは以下のような穴埋め

の選択式にて出題した。

3次の文の　　　に「が、を、に、で」から一つ選んで書いてください。

　　　・私は来月スピーチコンテスト　　　参加する。

　アンケートで用いた問題はなるべく平易なものにするよう努め、外来語や文

化的な知識がないと理解しにくい単語には中国語訳を付した。アンケートの回

答時間は２０分を目安としたが，特に制限時間は設けなかった。

４．調査の結果と考察

４．１　意味役割別の平均正答率と平均誤答率
　まず、ニ格漢語動詞の７つの意味役割別の平均正答率と平均誤答率を見る。

その結果を【表１】に示す。【表１】は「ニ格をヲ格に間違えた割合」が高い順

に並べてある。

【表１】意味役割別の平均正答率及び平均誤答率

　このアンケート結果から、ニ格をヲ格に間違えた割合は、＜態度の向かう対

象＞が４３．５％で一番高く、以下【表１】の順であった。

合計
平均誤答率平均正答

率（に） 小計でがを

１００％５２．６％２．９％６．２％４３．５％４７．４％態度の向かう対象（８語）

１００％４５．４％２．１％９．５％３３．８％５４．６％その他（４語）

１００％２３．５％４．６％２．４％１６．５％７６．５％移動の帰着点（８語）

１００％２４．５％４．８％６．４％１３．３％７５．５％変化の結果（５語）

１００％５５．８％１４．０％２８．６％１３．２％４４．２％成就判断の基準（５語）

１００％１６．８％２．９％２．０％１１．９％８３．２％一方的行為の向かう対象（３語）

１００％５４．２％４７．８％３．３％３．０％４５．８％存在の場所（４語）
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　一方、平均誤答率を見ると、＜成就判断の基準＞が５５．８％で一番高く、続い

て＜存在の場所＞の５４．２％、＜態度の向かう対象＞の５２．６％の順に高い比率を

占めている。このうち、＜成就判断の基準＞はヲ格よりガ格やデ格に間違えた

割合が大きく、＜存在の場所＞の場合はヲ格よりデ格に間違えた割合が大きい

ことが分かる。

　以下、意味役割別に具体的に見る。

４．２　＜一方的行為の向かう対象＞
　このタイプの動詞は、動作主体が人や、組織、機関などに向けて一方的に行

為を投げかける意味を持つ。この場合、主体は静止している対象に一方的に行

為を行うという点が特徴的である。アンケート項目は次の３つである。

4　犯人が警察に自首する。

5　親会社が子会社に出資する。

6　彼は給料の大半を外国語の勉強に投資している。

　まず、アンケート結果を以下の【表２】に示す。アンケート結果は「ニ格を

ヲ格に間違えた比率」の高い順に並べてある。（以下同様）

【表２】＜一方的行為の向かう対象＞

　アンケートの結果を見ると、いずれも正答率が高いことが観察できる。誤答

の内訳を見てみるとヲ格を選んだ割合がガ格やデ格に比べて高いことが分か

る。このタイプに対応する中国語構文は以下の4’　5’　6’のようにいずれ

も“向”、“给”や“到”という介詞を用いて表現する。

4’犯人向警察自首。

5’母公司（向／给）子公司出资。

6’他把工资的大半投资到外语学习上。

　この場合、中国語の“向”、“给”や“到”は日本語の「～に向けて」の意味

合　計
誤　　答

正答（に）
小　計でがを

１００％１７３２６．６％４６５．８％１０２．９％５１７．９％３１７３．４％１２７２）投資する

１００％１７３１５．６％２７０．６％１１．７％３１３．３％２３８４．４％１４６出資する

１００％１７３８．１％１４２．３％４１．２％２４．６％８９１．９％１５９自首する

１００％１７３１６．８％２９２．９％５２．０％３．３１１．９％２０．７８３．２％１４４平均
幻 弦験験験験験験幻 弦験験験幻 弦験験験験幻 弦験験験幻 弦験験験験幻 弦験験幻 弦験験験験幻 弦験験幻 弦験験験験幻 弦験験幻 弦験験験験幻 弦験験幻 弦験験験験
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を表わすため、ニ格が選ばれやすかったのではないかと推測できる。

４．３　＜態度の向かう対象＞
　このタイプの動詞の特徴は、主体の対象に対する態度、すなわち主体が対象

に対して「どう思っているのか」という気持ちを表わすことにある。アンケー

ト項目は次の８つである。

7　父は姉の結婚に反対した。

8　世界チャンピオンに挑戦する。

9　新入社員が上司に抵抗した。

0　禁煙に賛成する人が年々増えている。

!　みんなは彼の立場に同情している。

@　過半数の人が彼の提案に同意した。

#　他人の私生活に干渉してはいけない。

$　アンケートに協力してくれたみなさんに感謝する。

　アンケートの結果を【表３】に示す。

【表３】＜態度の向かう対象＞

　アンケートの結果、正答率は上の＜一方的行為の向かう対象＞に比べて低い

ことが観察される。また、その誤答がヲ格に集中していることが分かる。

　＜態度の向かう対象＞を表すニ格構文は中国語では以下のように［SVN］と

いう他動詞構文をとるものが多い。

合　計
誤　　答

正答（に）
小　計でがを

１００％１７３７０．５％１２２０．６％１６．４％１１６３．６％１１０２９．５％５１干渉する

１００％１７３７２．３％１２５１２．７％２２７．５％１３５２．０％９０２７．７％４８同情する

１００％１７３５６．６％９８０．６％１６．９％１２４９．１％８５４３．４％７５同意する

１００％１７３４５．１％７８１．７％３１．７％３４１．６％７２５４．９％９５抵抗する

１００％１７３４４．５％７７１．２％２３．５％６３９．９％６９５５．５％９６挑戦する

１００％１７３５０．３％８７２．３％４８．７％１５３９．３％６８４９．７％８６賛成する

１００％１７２３７．８％６５０％０３．５％６３４．３％５９６２．２％１０７反対する

１００％１７２４１．３％７１１．２％２１１．６％２０２８．５％４９５８．７％１０１感謝する

１００％１７３５２．３％９０２．９％４６．２％１１４３．５％７５４７．７％８２平均
幻 弦験験験験験験幻 弦験験幻 弦験験験験幻 弦験験幻 弦験験験験幻 弦験験幻 弦験験験験幻 弦験験幻 弦験験験験幻 弦験験幻 弦験験験験幻 弦験験幻 弦験験験験
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@’过半数的人同意他的建议。

#’不得干涉他人的私生活。

　一方、「挑戦」は中国語で［S“向”NV］構文にも［SVN］構文にも対応す

る。

8’a．　他向世界冠军挑战。

　　b．　他挑战世界冠军。

　この「挑戦」の例を見るとニ格名詞が＜一方的行為の向かう対象＞の場合と

＜態度の向かう対象＞の場合には意味的にはっきりした境界線が引けず、意味

的に連続していることが分かる。したがって、「挑戦する」を（８a）’のように

考えた人はニ格を選び、（８b）’のように考えた人はヲ格を選んだと考えられ

る。

　同様に、「賛成する」「反対する」「感謝する」の解答にヲ格を選択した割合が

＜一方的行為の向かう対象＞の動詞より大きいのも、中国語の意味的・構文的

特徴から解釈することができる。つまり、これらの動詞は（７a）’（１０a）’のよ

うに中国語では［SVN］構文で用いられる一方、（７b）’（１０b）’「对～表示」を

用いて表わすこともできる。　中国語の「对～」は日本語の「～に対して」の意

味を表わすため、ニ格が選ばれやすかったと考えられる。

7’a．　父亲反对姐姐的婚事。

　　b．　父亲对姐姐的婚事表示反对。

0’a．　赞成禁烟的人年年增加。

　　b．　对禁烟表示赞成的人年年增加。

　これらに対し、「干渉する」に対応する中国語の構文は［SVN］構文のみで、

上記の動詞のような“向”や“对”などの介詞を伴うことができない。そのた

め、「干渉する」はニ格を選んだ割合が低いと考えられる。

４．４　＜移動の帰着点＞
　このタイプの動詞は、動作主の動作・行為によって、主体の位置や資格に変

化が生じることを意味する。アンケート項目は以下の３つである。

%　彼は１０年前にカナダに移民した。

^　彼は敵陣に潜入したが、あいにく捕まえられた。

&　爆弾は敵陣に命中した。

*　中国は２００１年にWTOに加入した。

(　彼は半年前にスポーツクラブに入会した。

)　姉がピアノのコンクールに応募する。

¡　田中会長は会社の忘年会に出席した。
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™　私は１２月スピーチコンテストに参加する。

　アンケート結果を【表４】に示す。

【表４】＜移動の帰着点＞

　「敵陣に潜入する」「カナダに移民する」「敵陣に命中する」のニ格名詞「カナ

ダ」や「敵陣」は具体的な場所名詞であるが、他のニ格名詞「WTO」「スポー

ツクラブ」「コンクール」「忘年会」「スピーチコンテスト」は、抽象的な場所名

詞と考えられる。いずれも＜移動の帰着点＞を表すという点で共通している。

　アンケートの結果から全体的に抽象的な移動を表す場合のほうが具体的な移

動を表わす場合より誤答率が高いことが分かる。このうち「命中する」は具体

的な移動を表わすのにヲ格を選択した割合が相対的に高いことが観察できる。

　「加入する」「入会する」「移民する」「潜入する」はヲ格を選んだ割合がいず

れも小さく、２０％以下に収まっている。その理由として、これらの動詞には「入

（る）」という意味合いが含まれるため、自動詞と判断しやすくニ格を選びやす

かったと考えられる。３）また、対応する中国語の構文的特徴から考えることも

できる。つまり、これらの動詞に対応する中国語の構文は%’や*’のように

［SVN］のみでなく、［SV“到”N］　或いは［S“到”NV］で表わすことがで

きる。

%’a．　他移民加拿大。

　　b．　他移民到加拿大。

　　c．　他到加拿大移民。

合　計
誤　　答

正答（に）
小　計でがを

１００％１７３３９．９％６９０％０４．０％７３５．８％６２６０．１％１０４参加する

１００％１７３５２．６％９１１３．９％２４５．２％９３３．５％５８４７．４％８２命中する

１００％１７３３２．９％５７６．４％１１０．６％１２６．０％４５６７．１％１１６応募する

１００％１７３２９．５％５１３．５％６１．７％３２４．３％４２７０．５％１２２出席する

１００％１７３１９．７％３４１．７％３１．２％２１６．８％２９８０．３％１３９加入する

１００％１７３１５．６％２７２．３％４１．７％３１１．６％２０８４．４％１４６入会する

１００％１６９１３．０％２２１．８％３０．６％１１０．７％１８８７．０％１４７移民する

１００％１７３１６．８％２９３．５％６３．５％６９．８％１７８３．２％１４４潜入する

１００％１７３２７．５％４８４．１％７２．３％４２１．１％３６７２．５％１２５平均
幻 弦験験験験験験幻 弦験験幻 弦験験験験幻 弦験験幻 弦験験験験幻 弦験験幻 弦験験験験幻 弦験験幻 弦験験験験幻 弦験験幻 弦験験験験幻 弦験験幻 弦験験験験
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*’a．　中国加入了WTO。

　　b．　中国加入到WTO。

　　c．　＊中国到WTO加入

　中国語の“到”は、日本語で「帰着点」を表わしニ格に対応するためニ格が

選ばれやすかったと考えられる。

　それに対し、「参加する」「命中する」「応募する」「出席する」の解答にヲ格

を選んだ割合が相対的に高いのは、中国語では&’　)’　¡’　™’のように

［SVN］の他動詞構文しかとらないため、母語の影響を受けてヲ格にした可能

性が考えられる。

&’炮弹命中敌阵。

)’姐姐应募钢琴竞赛会。

¡’田中会长出席公司的忘年会。

™’我参加演讲比赛。

４．５　＜存在の場所＞
　このタイプの動詞は、動作ではなく存在の場所を表わしている。アンケート

項目は以下の５つである。

£　彼は仕事をやめて田舎に隠居した。

¢　この魚は深海に生息している。

∞　この植物はアジアに広く分布している。

§　友人は三年前から日本に在留している。

　アンケート結果を【表５】に示す。

【表５】＜存在の場所＞

　アンケートの結果からヲ格を選んだ割合はは非常に小さく、デ格を選んだ割

合　計
誤　　答

正答（に）
小　計でがを

１００％１７３５２．０％９０４３．９％７６１．７％３６．４％１１４８．０％８３隠居する

１００％１７３７４．０％１２８６２．４％１０８８．７％１５２．９％５２６．０％４５分布する

１００％１７３６３．０％１０９５８．４％１０１２．３％４２．３％４３７．０％６４生息する

１００％１７３２７．７％４８２６．６％４６０．６％１０．６％１７２．３％１２５在留する

１００％１７３５４．２％９４４７．８％８３３．２％６３．０％５４５．８％７９平均
幻 弦験験験験験験幻 弦験験幻 弦験験験験幻 弦験験幻 弦験験験験幻 弦験験幻 弦験験験験幻 弦験験幻 弦験験験験幻 弦験験幻 弦験験験験幻 弦験験幻 弦験験験験
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合が大きいことが分かる。＜存在の場所＞を表すニ格はヲ格ではなく、デ格と

の使い分けが問題になることが分かる。

　このタイプの動詞は£’のように中国語の［SV“在”N］或いは［S“在”

NV］或いは［SVN］に対応する。

£’a．　他隐居在乡下。

　　b．　他在乡下隐居。

　　c．　他隐居乡下。

　日本語の「隠居する」はニ格をとって「存在」の意味を表わす。これに対し、

中国語で“在”が（２３a）’のように動詞の後ろに置かれると「存在」の意味を

表わし、（２３b）’のように動詞の前に置かれると「動作・行為の範囲」を表す。

つまり、「隠居する」は中国語で「存在」と「動作・行為の範囲」の両方の意味

を表わしている。そのため、（２３a）’を考えた人はニ格を選択し、（２３b）’を考

えた人はデ格を選んだと考えられる。なお、中国語には（２３c）’のような他動

詞構文の言い方もあるが、（２３a）’　（２３b）’ほど使われないため、ヲ格を選んだ

割合が小さいと考えられる。

４．６　＜変化の結果＞
　このタイプの動詞の特徴は、動作ではなく主体の変化を意味し、その変化し

た結果をニ格で示すことにある。アンケート項目は以下の５つである。

¶　緑茶は長時間飲まないと黄色に変色する

•　戦争で国が二つに分裂した。

ª　課長は今年部長に昇任した。

º　彼はバレーボールの監督に留任した。

⁄　５年会っていなかったら彼は立派な青年に成長していた。

　アンケート結果を【表６】に示す。
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【表６】＜変化の結果＞

　このタイプのニ格構文も正答率が高い。その理由として、動詞の構文的特徴

が考えられる。このタイプに対応する中国語構文は¶’　•’　ª’のように

［SV］或いは［SV“成／为／成为”N］になる。

¶’a．　绿茶变色了。

　　b．　绿茶变成黄色。

•’a．　由于战争国家分裂了。

　　b．　由于战争国家分裂（成／为／成为）两个。

ª’a．　科长升任了。

　　b．　科长升任为部长。

　つまり、これらの＜変化の結果＞を表すニ格構文に対応する中国語の構文

は、［SV］或いは動詞の後ろに“成／为／成为”という結果を表す介詞を用い

て表わす。“成／为／成为”は日本語で「～になる」の意味を表わすためニ格が

選ばれやすいと考えられる。

４．７　＜成就判断の基準＞
　このタイプの動詞は、ある事柄を成し遂げたか否かを表わすもので、動作で

はなく状態性を帯びている。ニ格名詞はその成し遂げたかどうかを判断する基

準を表わしている。アンケート項目は以下の５つである。

€　弟は大学の入学試験に合格した。

‹　中国は１９７０年に初の人工衛星の打ち上げに成功した。

›　自民党は今度の衆議院選挙に勝利した。

fi　彼はまた実験に失敗した。

fl　彼は選挙に落選した。

合　計
誤　　答

正答（に）
小　計でがを

１００％１７３４１．０％７１１２．１％２１３．５％６２５．４％４４５９．０％１０２留任する

１００％１７３１７．９％３１１．２％２１．７％３１５．０％２６８２．１％１４２変色する

１００％１７３１８．５％３２０．６％１８．７％１５９．２％１６８１．５％１４１昇任する

１００％１７３１６．２％２８２．３％４５．２％９８．７％１５８３．８％１４５分裂する

１００％１７３２８．９％５０８．１％１４１２．７％２２８．１％１４７１．１％１２３成長する

１００％１７３２４．５％４２４．８％８６．４％１１１３．３％２３７５．５％１３１平均
幻 弦験験験験験験幻 弦験験幻 弦験験験験幻 弦験験幻 弦験験験験幻 弦験験幻 弦験験験験幻 弦験験幻 弦験験験験幻 弦験験幻 弦験験験験幻 弦験験幻 弦験験験験
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　このアンケート結果を【表７】に示す。

【表７】＜成就判断の基準＞

　アンケート結果から、「合格する」の正答率が６０．１％で比較的高いものの、全

体的に正答率はさほど高くないことが分かる。誤答の中身を観察してみると、

ヲ格を選んだ割合は他の意味役割の場合に比べて小さく、「合格する」「失敗す

る」「成功する」はガ格を選んだ割合が、「落選する」「勝利する」はデ格を選ん

だ割合が比較的高い。

　このタイプに対応する中国語の構文は他の意味役割と違って、「合格する」

「成功する」「失敗する」のように日本語のニ格名詞に相当する成分（動詞の前

にくるので「目的語」と言えない）が動詞の前に現れ、［SNV］という構文をと

るものもあれば、「勝利する」「落選する」のように［SV］或いは［S“在N中”

V］という構文をとるものもある。

　まず、「合格する」「成功する」「失敗する」の場合、€’　‹’　fi’のように

［SNV］という構文をとるため、被験者はガ格を選びやすかったと考えられる。

€’弟弟大学考试合格了。

‹’中国在１９７０年首次人造卫星发射成功了。

fi’他实验又失败了。

　一方、「勝利する」「落選する」を見てみると、›’　fl’のように二通りの表

わし方があるが、（３４b）’　（３６b）’のように「選挙」などの具体的な「基準」を

用いる場合は“在N中”という形で表わす。“在N中”は日本語で「～で」に相

当するためデ格が選ばれやすかったと考えられる。

›’a．　自民党胜利了。

　　b．　自民党在此次众议院选举中胜利了。

合　計
誤　　答

正答（に）
小　計でがを

１００％１７３６３．６％１１０２．９％５３８．２％６６２２．５％３９３６．４％６３失敗する

１００％１７３６５．９％１１４６．９％１２４５．７％７９１３．３％２３３４．１％５９成功する

１００％１７３５０．３％８７２８．９％５０９．２％１６１２．１％２１４９．７％８６落選する

１００％１７３３９．９％６９２．３％４２６．６％４６１１．０％１９６０．１％１０４合格する

１００％１７３５９．５％１０３２９．５％５１２３．１％４０６．９％１２４０．５％７０勝利する

１００％１７３５５．８％９７１４．０％２４２８．６％４９１３．２％２３４４．２％７６平均
幻 弦験験験験験験幻 弦験験幻 弦験験験験幻 弦験験幻 弦験験験験幻 弦験験幻 弦験験験験幻 弦験験幻 弦験験験験幻 弦験験幻 弦験験験験幻 弦験験幻 弦験験験験
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fl’a．　他落选了。

　　b．　他在选举中落选了。

４．８　その他
　上記の６種類の分類に入らないニ格漢語動詞のうち、先行研究で誤用が起こ

りやすいものを４つ取り上げて調査した。

‡　多くの人がウィルスに感染した。

°　気候が農作物の成長に影響する。

·　彼は交通ルールに違反して減点された。

‚　父は日本歴史に精通している。

　まず、アンケート結果を以下の【表８】に示す。　

【表８】その他

　アンケートの結果、ヲ格を選んだ割合は「感染する」が５６．１％でもっとも高

く、「精通する」が３１．２％、「影響する」が２４．９％、「違反する」が２３．１％であっ

た。これらの動詞は‡’～‚’のように中国語の［SVN］構文に対応するため、

中国語の構文的影響の影響を受けてヲ格を選択したと推測できる。

‡’许多人感染了病毒。

°’气候影响农作物的成长。

·’他违反了交通规则。

‚’父亲精通日本历史。

　このうち、「影響する」「精通する」「違反する」は、中国語の他の［SVN］構

文に比べてヲ格が選ばれた割合がさほど大きくない。その理由については今後

検討する必要がある。

 

合　計
誤　　答

正答（に）
小　計でがを

１００％１７３６７．６％１１７４．６％８６．９％１２５６．１％９７３２．４％５６感染する

１００％１７３５６．１％９７２．３％４２２．５％３９３１．２％５４４３．９％７６精通する

１００％１７３３０．１％５２０．６％１４．６％８２４．９％４３６９．９％１２１影響する

１００％１７３２７．７％４８０．６％１４．０％７２３．１％４０７２．３％１２５違反する

１００％１７３４５．４％７９２．１％３．５９．５％１７３３．８％５９５４．６％９５平均
幻 弦験験験験験験幻 弦験験幻 弦験験験験幻 弦験験幻 弦験験験験幻 弦験験幻 弦験験験験幻 弦験験幻 弦験験験験幻 弦験験幻 弦験験験験幻 弦験験幻 弦験験験験
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５．まとめと今後の課題

　本研究では、漢語動詞のニ格構文の誤用について中国人日本語学習者を対象

に行ったアンケート調査の結果について考察を行った。

　その結果、ニ格をヲ格に間違えた割合が大きいものから順に＜態度の向かう

対象＞（例：～に干渉する／～に反対する）、「その他」（例：～に感染する／～

に精通する／～に影響する／～に違反する）、＜移動の帰着点＞（例：～に移民

する／～に加入する）、＜変化の結果＞（例：～に変色する／～に分裂する）、

＜成就判断の基準＞（例：～に失敗する／～に合格する）、＜一方的行為の対象

＞（例：～に自首する／～に投資する）、＜存在の場所＞（例：～に隠居する／

～に分布する）であることが明らかとなった。一方、＜成就判断の基準＞の場

合は、ニ格をヲ格よりガ格やデ格に間違えた割合が大きく、＜存在の場所＞の

場合は、ヲ格よりデ格に間違えたものが多いことが分かった。

　従来、漢語動詞のニ格構文において、中国人日本語学習者がニ格をヲ格に間

違える理由として、対応する中国語が［SVN］という他動詞構文をとるためで

あると説明されてきた。しかし、本研究の調査の結果、同じ［SVN］構文でも

ヲ格を選択しやすい場合とそうでない場合があることが明らかとなった。例え

ば、「干渉する」のように＜態度の向かう対象＞の場合はヲ格を選択しやすく、

「隠居する」のように＜存在の場所＞の場合はヲ格を選択しにくい。また、対

応する中国語が［SVN］構文だけでなく、“向”や　“在”などの介詞を用いる

構文でも言い表せる場合には、その介詞に対応する日本語の格助詞が選択され

る傾向があることも明らかとなった。４）

　本稿では、ニ格構文の分類のうち「～に感動する」「～に激怒する」のような

＜心的動作の起因＞及び「～に所属する」「～に一致する」のような＜関係＞を

表す意味役割について考察できなかったが、これについては今後の課題にす

る。また、今後ヲ格を使うべきところをニ格に間違える例（「先生に（→を）尊

敬する」など）についても考察するつもりである。

注

１）比較のため、ヲ格をとる漢語動詞についてもその意味役割ごとに調査をし

た。これについては別稿で論じる予定である。

２）「１２７」は被験者１７３名中「に」と解答した人数が１２７名いたことを示す。

「７３．４％」はその割合を示す。（以下同様）
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３）「加入する」「入会する」「移民する」「潜入する」が「入る」の意味をもつ

のに対し、「参加する」「応募する」「出席する」は「入る」より「出る」の

意味合いが伺える。つまり、「参加する」は「出場する」の意味として、

「応募する」は「出願する」の意味として捉えられる。この点については

今後考察する。

４）今回調査した３７語のニ格漢語動詞について「ニ格を選んだ割合が大きい順

に並べたもの」及び「ヲ格を選んだ割合が大きい順に並べたもの」をそれ

ぞれ【表９】【表１０】に示しておく。

 

【表１０】ヲ格の選択率の高い動詞から降順【表９】ニ格の選択率の高い動詞から降順
合計でがにを動詞合計でがをに動詞
１００％０．６％６．４％２９．５％６３．６％干渉する１１００％２．３％１．２％４．６％９１．９％自首する１
１００％４．６％６．９％３２．４％５６．１％感染する２１００％１．８％０．６％１０．７％８７．０％移民する２
１００％１２．７％７．５％２７．７％５２．０％同情する３１００％２．３％１．７％１１．６％８４．４％入会する３
１００％０．６％６．９％４３．４％４９．１％同意する４１００％０．６％１．７％１３．３％８４．４％出資する４
１００％１．７％１．７％５４．９％４１．６％抵抗する５１００％２．３％５．２％８．７％８３．８％分裂する５
１００％１．２％３．５％５５．５％３９．９％挑戦する６１００％３．５％３．５％９．８％８３．２％潜入する６
１００％２．３％８．７％４９．７％３９．３％賛成する７１００％１．２％１．７％１５．０％８２．１％変色する７
１００％０．０％４．０％６０．１％３５．８％参加する８１００％０．６％８．７％９．２％８１．５％昇任する８
１００％０．０％３．５％６２．２％３４．３％反対する９１００％１．７％１．２％１６．８％８０．３％加入する９
１００％１６．２％５．２％４７．４％３３．５％命中する１０１００％５．８％２．９％１７．９％７３．４％投資する１０
１００％２．３％２２．５％４３．９％３１．２％精通する１１１００％２６．６％０．６％０．６％７２．３％在留する１１
１００％１．２％１１．６％５８．７％２８．５％感謝する１２１００％０．６％４．０％２３．１％７２．３％違反する１２
１００％６．４％０．６％６７．１％２６．０％応募する１３１００％８．１％１２．７％８．１％７１．１％成長する１３
１００％１２．１％３．５％５９．０％２５．４％留任する１４１００％３．５％１．７％２４．３％７０．５％出席する１４
１００％０．６％４．６％６９．９％２４．９％影響する１５１００％０．６％４．６％２４．９％６９．９％影響する１５
１００％３．５％１．７％７０．５％２４．３％出席する１６１００％６．４％０．６％２６．０％６７．１％応募する１６
１００％０．６％４．０％７２．３％２３．１％違反する１７１００％０．０％３．５％３４．３％６２．２％反対する１７
１００％２．９％３８．２％３６．４％２２．５％失敗する１８１００％２．３％２６．６％１１．０％６０．１％合格する１８
１００％５．８％２．９％７３．４％１７．９％投資する１９１００％０．０％４．０％３５．８％６０．１％参加する１９
１００％１．７％１．２％８０．３％１６．８％加入する２０１００％１２．１％３．５％２５．４％５９．０％留任する２０
１００％１．２％１．７％８２．１％１５．０％変色する２１１００％１．２％１１．６％２８．５％５８．７％感謝する２１
１００％０．６％１．７％８４．４％１３．３％出資する２２１００％１．２％３．５％３９．９％５５．５％挑戦する２２
１００％６．９％４５．７％３４．１％１３．３％成功する２３１００％１．７％１．７％４１．６％５４．９％抵抗する２３
１００％２８．９％９．２％４９．７％１２．１％落選する２４１００％２８．９％９．２％１２．１％４９．７％落選する２４
１００％２．３％１．７％８４．４％１１．６％入会する２５１００％２．３％８．７％３９．３％４９．７％賛成する２５
１００％２．３％２６．６％６０．１％１１．０％合格する２６１００％４３．９％１．７％６．４％４８．０％隠居する２６
１００％１．８％０．６％８７．０％１０．７％移民する２７１００％１６．２％５．２％３３．５％４７．４％命中する２７
１００％３．５％３．５％８３．２％９．８％潜入する２８１００％２．３％２２．５％３１．２％４３．９％精通する２８
１００％０．６％８．７％８１．５％９．２％昇任する２９１００％０．６％６．９％４９．１％４３．４％同意する２９
１００％２．３％５．２％８３．８％８．７％分裂する３０１００％２９．５％２３．１％６．９％４０．５％勝利する３０
１００％８．１％１２．７％７１．１％８．１％成長する３１１００％５８．４％２．３％２．３％３７．０％生息する３１
１００％２９．５％２３．１％４０．５％６．９％勝利する３２１００％２．９％３８．２％２２．５％３６．４％失敗する３２
１００％４３．９％１．７％４８．０％６．４％隠居する３３１００％６．９％４５．７％１３．３％３４．１％成功する３３
１００％２．３％１．２％９１．９％４．６％自首する３４１００％４．６％６．９％５６．１％３２．４％感染する３４
１００％６２．４％８．７％２６．０％２．９％分布する３５１００％０．６％６．４％６３．６％２９．５％干渉する３５
１００％５８．４％２．３％３７．０％２．３％生息する３６１００％１２．７％７．５％５２．０％２７．７％同情する３６
１００％２６．６％０．６％７２．３％０．６％在留する３７１００％６２．４％８．７％２．９％２６．０％分布する３７



220 張　善実

参考文献

市川保子（１９９７）『日本語誤用例文小辞典』凡人社

生田　守・久保田美子（１９９７）「上級学習者における格助詞「を」「に」「で」習

得上の問題点‐助詞テストによる横断的研究から‐」『日本語国際セ

ンター紀要』第７号，pp.１７－３４

国立国語研究所（２００１）『日本語学習者による日本語作文と、その母語訳との対

訳データベース　ver.２』CD-ROM版，国立国語研究所，研究代表者

宇佐美洋

杉本妙子（１９９７）「格助詞「を」をめぐる誤用：分類と分析」『茨城大学人文学

部紀要　コミュニケーション学科論集』第１号，pp.３１－５０

寺村秀夫（１９８２）『日本語のシンタクスと意味�』くろしお出版

益岡隆志・田窪行則（１９８７）『日本語文法　セルフ・マスターシリーズ３　格助

詞』くろしお出版

補足：本論文は、２００７年（２００６年度）に東京外国語大学に提出した修士論文の

一部を加筆修正したものである。



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


